
第6回の親子森林教室の報告
　＜2023年2月12日＞

冬の森、みんな 楽しんでもらえたかな？
地球の環境を守るのに欠かせない木を、なぜ切るの？

なぜ冬に木を切るの？
その答えは・・・今回の活動の中で学びましたね！

時々小雪(こゆき)が降(ふ)る曇り空でしたが、気温はプラス！
キタキツネも顔を見せてくれました。
この日は３班に分かれて、次の活動を行いました。振(ふ)り返ってみましょう
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テーマ③親子で木を切る

テーマ②伐木(ばつぼく)を見学

テーマ①冬の森を歩き

森ボラのおじさんがチェーンソーでシラカンバを切ると
ころを見学しました。地球の環境(かんきょう)に大切な木
をなぜ木を切るのか？を学びましたね。

スノーシューを履(は)いて、いよいよ森の中へ！
森に住む動物たちの足跡 (あしあと) を見つけて「これリスの足
跡？あっ、あれタヌキの？」木にはドライフラワーが！

木を切る体験(たいけん)はどうだったかな？お兄さんとお姉さんの隊員には少し硬(かた)めのミズ
ナラやイタヤカエデの木を、ジュニア隊員には柔(やわ)らかめのホオノキやシナノキを切って
もらいましたが、みんな上手(じょうず)に切りました！！！

◀︎◀︎◀︎この日のメイン・イベント▶︎▶︎▶︎
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＝第7回：最終回(3月5日)の案内＝

【当日の活動スケジュール】
 ■集合時間に遅れないようにお願いします。※午前中で終わるので、弁当は要りません。

テーマ：森の春の目覚(めざ)めを感じ、１年間のまとめをする。

【活動内容】
①樹液(じゅえき)を取る装置(そうち)を取り付ける。 　②冬芽(ふゆめ)の観察(かんさつ)。
そして、とれた樹液を味わう。　　　　　　　　　森ボラのおじさん、おばさんから冬芽　　　

　　　　　　　　　　 の話を聞きます。

③修了式(しゅうりょうしき)

●樹液がたくさん取れたら、希望者は持ち帰り出来ます。空のペットボトルなどを持って
きてください。
●修了式では、第６回(2/12)の終礼の時に渡した「１年間のまとめ用紙(ようし)」に、隊員(た
いいん)の皆さんや保護者の方々が１年間参加して学んだことや感じたことを書いて、忘れず
に持ってきてください。当日発表していただきます。
●引き続き新型コロナウイルスの感染予防をお願いいたします。

◀︎雪玉(ゆきだま)で的(まと)当て！
なかには何がはいってたかな？

▶︎希望者は終了後ソリ遊び
を楽しみました。

△感想文:1年間のまとめ


